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＜作品評＞ 

審査委員長 小松健一 

 

   大賞 「トライアスロン」       楠 友広（愛媛県） 

「最っとも苛酷な鉄人レース」と言われる競技、トライアスロンを撮っている。

場所は作者の地元、愛媛県愛南町で毎年開催されている「愛南町いやしの郷トラ

イアスロン大会」だ。ニュース等で知ってはいたが、競技は直接見たことはない。

第一印象はユニークな視点から撮影したことだ。ドローンで撮ったかと思うほ

どの俯瞰場所からである。スタートを切ったばかりの選手たちがまるで鰯の群

れが海豹に追われて水しぶきを上げて逃げまわっている様に見えた。トライア

スロンの写真では、見たことのない新鮮な構図だ。この競技、2000年のシドニー

五輪から正式種目になった比較的に新しいスポーツ。一般的には水泳（1.5㎞）

、自転車ロードレース（40㎞）、長距離走（10㎞）合計51.5㎞だ。ロングディス

タンスでは合計226㎞にもなるハードな競技、「鉄人レース」と言われる所以であ

る。当地では主に梅雨の季節におこなわれるが低くたれこめた空を吹き飛ばす

ような壮快な、大賞にふさわしい作品である。 

 

   推薦 「海の後継者」        有田 勉（岩手県） 

 「三陸わかめ」の養殖地として知られる岩手県宮古市。3.11の東日本大震災以

後、拍車をかけた様に漁師を継ぐ若者たちが減っている。そうした中で、漁業組

合などの取り組みなのか、中学、高校生向けに、わかめの収穫の実習をしている

光景だ。救命胴衣に「たろう」と書かれているので、あの未曾有の被害を受けた

宮古市田老漁港での体験なのであろう。女子生徒らが、漁師さんに真剣に手解き

を受けている。その健気さに胸を打たれるのは僕だけではないであろう。 

 

推薦 「盆時」           寺崎 賢（岡山県） 

 この作品の被写体となった「海の墓」は、第35回展で特選になっている。今回

推薦を受賞したのは、前回作より質が向上しているからである。八月のお盆の宵

の口、それぞれの墓に灯が点されている。まだ少し残照がある日本海の水平線に

はイカ釣りの漁火が連らなっている。 

旅情ゆたかな海洋国・日本の風土をみごとに捉えている。それにしても高齢を

乗り越え、岡山県早島町から鳥取県にある鎌倉時代後期から成立していった「花

見潟墓地」を取材した努力に拍手を送りたい。 
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特選 「あの夏」        小杉 美千代（神奈川県） 

自らが生活する鎌倉市材木座の海岸で撮っている。人影のない海の家と地下

道に反射する川面が写っているだけのモノトーンの作品。盛夏の午後の静寂さ

が身に沁みてくる。70 歳代とは思えない大胆でリフレッシュな構図、画面をモ

ノクロームの表現にして簡略化したことが成功している。 

 

特選 「ランデブー」       加藤 和弘（三重県） 

 早春の津市白塚の浜辺。砂浜には流れついたゴミの漂着物が散乱している。陽

炎の向こうには漁舟が浮かんでいる。この辺りに住む野良猫だろうか。温かい陽

にさそわれてデートと決めこんだ。今回も猫をモティーフにした秀作が多かっ

た。猫の生態をはじめ、人間との係り、愛らしさなどよく表現していた。しかし

猫の持つ内面や感情、深い機微に触れて表現していた作品はこの一点だけであ

る。 

 

特選 「暴風に負けず」      瀬野 広美（山形県） 

 山形県鶴岡市由良の白山神社の例大祭で撮影している。江の島にあるこの神社

は、大同元年(806 年)創建と古い。航海、船人の守護神として地元民をはじめ多

くの人々に崇められてきている。春の例大祭は、由良の海岸から重さ 400 ㎏の

神輿を氏子衆がかつぎ、日本海の荒波を渡り白山神社まで辿り着く勇壮な神事

がある。 

しかし、作者はそのハイライトを撮らず暴風雨の中、白山橋を必死に渡ろうとし

ている参拝者に的を絞った。その視点がこの作品の一等の評価である。 

 

特選 「南へ、ひとり」      小畑 一弘（岩手県） 

沖縄県八重山諸島のひとつ竹富島での撮影。作者の説明によれば、たまたま民

宿で一緒になった九州から一人で旅をしていた女性を撮らせてもらったと言う。

南の島の強い日射しが作り出す影を利用した。 

 年頃の女性のもつシリアスさと愛敬とが重なり合って魅力をうまく引き出し

ている。作者は還暦を迎えたみちのくの人だが、パラダイスにいるような思いで

シャッターを切り続けたことだろう。「永遠にこの時よ止まれと・・・」。 

うらやましい限りである。  
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優秀賞 「バルーンな夕陽」     川口 勉（兵庫県） 

 今回も大きな夕陽の写真はたくさんの応募があった。最終的に優秀賞に選ば

れたのはこの「バルーンな夕陽」である。これ程までに偶然が重なることがあ

るのだろうかと思ってしまうくらい見事なシャッターチャンスだ。明石海峡を

往来する船の煙突からの煙が、まるで赤い夕日を大きく膨らませているかの様

だ。それも二隻が同時に。この瞬間を発見した作者の感性は鋭い。また、超望

遠レンズを使用しているために多くの作品は、ピントが甘かったり、ブレがひ

どい。この作品は驚くほどシャープである。 

 

   優秀賞 「霧の宇和島湾」     岡村 照幸（愛媛県） 

 リアス式海岸がある宇和海、宇和島市街地を一望しながら、ドラマテｨック

に撮影している。雨上りの朝だろうか、濃い霧が立ちこめ、朝日も射しはじめ

てきた。良いシチュエーションだ。撮影地は、宇和島市内のすぐ東側に連なる

鬼ヶ城山（1,151m）。だからここまで、リアルに街や海岸、九島などが見える

のだろう。人間の営みをも捉えたスケール感のある風景写真である。 

 

   優秀賞 「初体験」       稲葉 太一郎（奈良県） 

 三点の組写真の作品、子どもたちが海女に初挑戦した様子を捉えている。撮

影地は、鳥羽市とあるから、おそらく貴重な「海女文化」が継承されている菅

島での取材であろう。８人の少女たちが、不安な気持を抱きつつ友だちと力を

合せて荒波にもまれながら海に潜り、さざえを採った喜びを語っている。わか

りやすいストーリーが共感をよぶ作品である。 

 

   優秀賞 「海ヘビの燻製づくり」 山中 健次（和歌山県） 

沖縄本島の南に位置する神の島・久高島で琉球王朝時代からおこなわれてき

た海ヘビ（イラブー）を燻製する作業を取材している。僕も 5度、島を訪れて

この地に佇っているが、燻製づくりには出会ったことがない。沖縄でも唯一久

高島だけでおこなわれているイラブー漁と燻製づくりは貴重な記録である。イ

ザイホーがおこなわれていた広場の一隅に燻製小屋が建ち、その竈は三百年を

越える歴史がある。その作業を丹念に撮って三点に組んだものだ。一度途絶え

た「神の使い」と言われる海ヘビの燻製づくりはドキュメンタリーとしても価

値がある。  
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優秀賞 「静かなる闘志」      酒居 誠（新潟県） 

僕はこの写真を見た瞬間に「アラカン(嵐寛寿郎)だね。鞍馬天狗の役をした」

と口をついた。昨今お目にかかることがない凛凛しい面構えをしている。潮風に

刻まれた深い皺が美しい。北の日本海に暮らす漁師の生様が垣間見ることがで

きる。 

作者は新潟県糸魚川の漁港でこの漁師に出会った時に、シャッターを切りな

がら思わず「やった！！」と叫んだにちがいない。 

 

優秀賞 「蝉」           六車 正竹（香川県） 

夏休み、海水浴場のはずれの松の木に大きな蝉が声高く鳴いていた。少年の日

の追憶・・・・。そんな情景が浮ぶような作品である。クマゼミか、大きな蝉に

ピントを合せ、網を持つ少年らをボカしたことが主題を強調させて成功した。蝉

は、成虫になるまでの大半を地中で暮している。短い種で二年、長い種は十七年

もの歳月を土の中で生きている。そしてようやく明るい地上に出たかと思うと

半月から一ヵ月間で命を真っ当して土に還ると言う。蝉にとっては短い命の叫

びの瞬間ではある。 

 

優秀賞 「おしゃたか舟神事」   青木 竹二郎（奈良県） 

この海の安全と豊漁を祈願する舟神事は、兵庫県明石市の岩屋神社に太古の

昔から伝わるもの。写真の通り小舟を次々と海に投げ入れる勇壮な全国でもめ

ずらしい神事だ。僕は初めて見る神事だったので興味を覚えた。今回の応募作品

には五点ほどあったが、シャッターチャンス、アングル、ディスタンスとも抜群

に良かったのがこの作品であった。何よりも舟を大きく見せて、空を飛んでいる

かの様に見える瞬間を捉えた作者の腕前は確かである。 

 

優秀賞 「私の町の造船所」      森本 孝（長崎県） 

街の一角にある小さな造船所の夜の光景である。雑然としている作業場を洒落

た外国の波止場の様に見える位置を探し、深夜まで一人で働く高齢者を入れてい

る。 

一見、美しく見える造船所だが、後継者がなく、廃業の運命にある物悲しさも感

じさせている作品である。ちなみに、長崎県内の船舶製造所は、長崎造船や三菱

重工長崎など大手を除いても中小７０社をこえるのには驚いた。  
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U１９大賞「初めての電車、初めての景色」 村上 るね（愛媛県） 

作者は１７歳の高校生。友達と一緒に行った思い出を撮ったのだろうか。初め

て乗った電車と言うことは、自分が生活している街から遠出をして知らない街

に来たということか。撮影地は愛媛県とあるので車窓に広がる海は瀬戸内海だ

と思う。二人の青春、わくわく感が画面からはみ出しそうだ。素直に撮った爽や

かな作品である。 

 

会長賞 「受取ったよ！！ありがとう！！」 柴田 康彦（兵庫県） 

出航する船をアテンドしたタグボートに対して、作業の確認表を渡している

場面をタイミングよく捉えた。作者は日本郵船の元船乗りだ。光線状態も良く船

体の舷の部分に光りが当たりきれいだ。見逃しがちな瞬間を確かな視点で捉え

た作者は、87歳になってもさすがに“船員の眼”を持っていると思った。 

 

特別賞 「美女と水の屈折」       木村 芳夫（大阪府） 

作者は現役の船員、沖縄県の宮古島で撮影したと言う。モデルは奥さまか、娘

さんか、それとも宮古島で出会った若い女性なのか。撮影時のシチュエーション

が気になる。水中カメラで下半分は海中の身体を撮り、上半分は、美女の顔と宮

古島の海岸を撮った。それがおもしろかった。画面を斜めにしたのも、作者の心

の動きが見える様で良かった。せっかくの美女の尊顔は、もう少しハッキリと映

してほしかったと願うのは僕だけか。 


